
はじめに

1

は
じ
め
に

日
本
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る
。
離
島
も
多
く
、
海
岸
線
は
半
島
、
入
江
、
リ
ア
ス
式
と
い
う
よ
う
に

変
化
に
富
ん
で
い
る
の
で
、
国
土
面
積
に
比
べ
て
海
岸
線
の
距
離
は
著
し
く
長
い
。
地
球
全
体
か
ら
み
れ
ば
日
本
は
本

当
に
小
さ
な
国
だ
が
、
海
岸
線
の
距
離
は
３
・
５
万
キ
ロ
余
り
と
、
あ
と
わ
ず
か
で
地
球
を
一
周
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

長
さ
で
あ
る
。
で
は
、
県
境
お
よ
び
市
町
村
境
は
ど
れ
く
ら
い
の
距
離
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

全
国
に
は
47
都
道
府
県
と
１
７
１
８
の
市
町
村
、
そ
れ
に
政
令
指
定
都
市
の
１
７
５
の
行
政
区
、
お
よ
び
23
の
東
京

特
別
区
が
あ
り
（
２
０
２
２
年
12
月
末
）、
隣
接
す
る
県
や
市
区
町
村
と
の
間
に
は
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

境
界
線
は
ま
っ
す
ぐ
に
引
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
雑
に
屈
曲
し
て
い
る
境
界
線
が
少
な
く
な
い
の
だ
。
境
界

線
の
長
さ
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
の
で
、
県
境
お
よ
び
市
区
町
村
境
の
距
離
は
何
万
キ
ロ
に
な
る
の
か
確
か

な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
海
岸
線
の
距
離
よ
り
は
る
か
に
長
い
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
地
球
を
２
周

も
３
周
も
す
る
く
ら
い
の
長
さ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

県
境
お
よ
び
市
町
村
境
は
、
河
川
と
か
稜
線
な
ど
地
形
に
沿
っ
て
引
か
れ
る
の
が
理
想
的
だ
。
市
街
地
に
お
い
て
は
、

生
活
圏
を
同
じ
く
す
る
地
域
が
離
れ
離
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
現
実
は
ど
う

だ
ろ
う
。
詳
細
な
地
図
で
確
認
し
て
み
る
と
、
複
雑
怪
奇
と
い
う
か
、
無
気
味
と
い
う
か
、
奇
妙
と
い
う
か
、
実
に
不

可
解
な
境
界
線
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
境
界
線
に
な
っ
た
の
か
。
信
じ
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ら
れ
な
い
く
ら
い
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
境
界
線
に
、
誰
も
が
驚
く
に
違
い
な
い
。

蛇
や
ミ
ミ
ズ
が
這
い
ず
っ
て
い
る
よ
う
に
、
細
々
と
延
び
て
い
る
境
界
線
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
の

よ
う
に
ギ
ザ
ギ
ザ
に
延
び
て
い
る
境
界
線
、
モ
ザ
イ
ク
模
様
に
な
っ
た
境
界
線
、
動
物
や
人
間
の
頭
な
ど
、
様
々
な
形

を
連
想
す
る
面
白
い
形
を
し
た
境
界
線
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
市
町
村
境
を
飛
び
越

え
て
隣
の
自
治
体
に
点
在
し
て
い
る
境
界
線
な
ど
、
不
思
議
な
境
界
線
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

誰
が
決
め
た
の
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
境
界
線
に
な
っ
た
の
か
。
意
味
も
な
く
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
は
ず
だ
。
県
境
や
市
区
町
村
境
は
、
行
政
区
域
を
分
け
る
目
に
は
見
え
な
い
単
な
る
１
本
の
線
に
過
ぎ
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
不
自
然
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
境
界
線
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
地
域
の
歴
史
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
境
界
線
を
め
ぐ
っ
て
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
住
民
感

情
の
も
つ
れ
か
ら
飛
び
地
が
発
生
し
、
複
雑
怪
奇
な
境
界
線
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

そ
の
1
つ
を
紹
介
す
る
と
、
埼
玉
県
北
部
に
あ
る
熊
谷
市
と
、
隣
接
す
る
行
田
市
と
の
境
界
線
を
見
て
ど
う
思
う
だ

ろ
う
か
。
両
市
の
境
界
線
は
凸
凹
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
行
田
市
の
市
域
の
一
部
が
切
り
離
さ
れ
て
、
熊

谷
市
の
中
に
い
く
つ
も
飛
び
散
っ
て
い
る
の
だ
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
境
界
線
が
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
調

べ
て
み
る
と
、
財
政
再
建
策
と
し
て
１
９
５
０
年
代
に
国
が
強
引
に
推
し
進
め
た
市
町
村
合
併
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。

熊
谷
市
と
行
田
市
と
の
間
に
、
じ
つ
は
１
つ
の
小
さ
な
村
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
財
政
の
乏
し
い
村
だ
っ
た

た
め
、
隣
接
す
る
市
に
合
併
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
熊
谷
市
と
行
田
市
の
ど
ち
ら
と

合
併
す
る
か
で
村
民
の
意
見
が
2
つ
に
割
れ
、
村
議
会
は
大
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
ど
ち

ら
の
市
と
合
併
し
た
い
の
か
、
村
民
の
自
由
意
思
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
熊
谷
市
と
合
併
し
た

い
村
民
と
行
田
市
と
合
併
し
た
い
村
民
に
分
裂
し
て
し
ま
い
、
不
可
解
な
境
界
線
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。本

書
で
紹
介
し
た
ほ
か
に
も
、
不
可
解
な
境
界
線
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
探
し
出
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
境
界

線
に
な
っ
た
の
か
を
調
べ
て
み
る
の
は
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。２

０
２
３
年
１
月　

�

浅
井　

建
爾　
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市･･････････････････････････････････････････

110

利
根
川
を
挟
ん
で
、
群
馬
県
と
埼
玉
県
の
河
川
飛
び
地

埼
玉
県
・
熊
谷
市
×
行
田
市････････････････････････････････････････････････

112

熊
谷
市
に
あ
る
行
田
市
の
複
雑
な
飛
び
地

東
京
都
・
練
馬
区
×
埼
玉
県
・
新
座
市････････････････････････････････････

114

新
座
市
の
隣
の
家
は
練
馬
区
、
そ
の
隣
は
ま
た
新
座
市

東
京
都
・
稲
城
市
×
神
奈
川
県
・
川
崎
市
多
摩
区････････････････････････

116

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
に
あ
る
東
京
都
の
飛
び
地

新
潟
県
・
刈
羽
村
×
柏
崎
市
×
長
岡
市････････････････････････････････････

118

刈
羽
村
の
飛
び
地
は
、
小
学
校
の
移
転
に
よ
る
住
民
感
情
の
も
つ
れ
が
原
因

福
井
県
・
美
浜
町
×
若
狭
町････････････････････････････････････････････････

120

三
方
五
湖
に
あ
る
２
つ
の
飛
び
地

山
梨
県
・
富
士
吉
田
市
×
富
士
河
口
湖
町･････････････････････････････････
122

富
士
山
麓
の
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
北
側
に
あ
る
富
士
吉
田
市
の
飛
び
地

山
梨
県
・
身
延
町
×
早
川
町････････････････････････････････････････････････

124

七
面
山
の
飛
び
地
は
身
延
山
久
遠
寺
の
寺
有
地

長
野
県
・
南
箕
輪
村
×
伊
那
市･････････････････････････････････････････････

125

木
曽
山
脈
に
あ
る
日
本
一
大
き
い
無
人
の
飛
び
地

京
都
府
・
笠
置
町
×
木
津
川
市･････････････････････････････････････････････

126

悪
魔
が
忍
び
寄
っ
て
く
る
よ
う
な
笠
置
町
の
飛
び
地

兵
庫
県
・
宝
塚
市
×
川
西
市････････････････････････････････････････････････

128

満
願
寺
の
一
画
だ
け
が
飛
び
地
に
な
っ
た

広
島
県
・
大
竹
市
×
廿
日
市
市･････････････････････････････････････････････

129

県
道
沿
い
に
点
在
す
る
大
竹
市
の
飛
び
地

和
歌
山
県
・
北
山
村
お
よ
び
新
宮
市･･･････････････････････････････････････

130

全
国
で
唯
一
、
村
が
丸
ご
と
県
境
を
飛
び
越
え
た

福
岡
県
・
大
牟
田
市
×
熊
本
県
・
荒
尾
市･････････････････････････････････

132

熊
本
県
の
３
つ
の
飛
び
地
が
、
県
境
を
越
え
て
福
岡
県
に

山
口
県
・
田
布
施
町
×
柳
井
市
×
岩
国
市
×
光
市････････････････････････

134

田
布
施
町
の
飛
び
地
は
、
村
落
の
石
高
を
平
均
化
す
る
た
め

第
四
章
　
複
雑
な
境
界
線
と
飛
び
地
の
交
錯
地
帯

山
形
県
・
新
庄
市
×
大
蔵
村････････････････････････････････････････････････

136

新
庄
市
と
大
蔵
村
の
境
界
に
入
り
乱
れ
る
飛
び
地

山
形
県
・
寒
河
江
市
×
大
江
町･････････････････････････････････････････････

138

最
上
川
の
左
岸
に
あ
る
ガ
ラ
ス
の
破
片
の
よ
う
な
飛
び
地

山
形
県
・
南
陽
市
×
川
西
町････････････････････････････････････････････････

140

南
陽
市
と
川
西
町
の
境
界
線
は
ま
る
で
子
供
の
落
書
き

福
島
県
・
矢
吹
町
×
天
栄
村
×
鏡
石
町････････････････････････････････････

141

矢
吹
町
と
天
栄
村
の
複
雑
な
境
界
線
は
寺
院
の
影
響

茨
城
県
・
下
妻
市
×
八
千
代
町･････････････････････････････････････････････

142

八
千
代
町
に
突
き
出
し
た
人
間
の
頭
の
よ
う
な
下
妻
市

茨
城
県
・
古
河
市
×
坂
東
市････････････････････････････････････････････････

143

古
河
市
と
坂
東
市
の
入
り
組
ん
だ
境
界
線
は
耕
作
地
の
境
界
か
？

茨
城
県
・
坂
東
市
×
境
町･･･････････････････････････････････････････････････

144

坂
東
市
と
境
町
の
飛
び
地
が
交
錯
す
る

茨
城
県
・
石
岡
市
×
か
す
み
が
う
ら
市････････････････････････････････････

145

石
岡
市
の
奇
妙
な
境
界
線
と
小
さ
な
飛
び
地

埼
玉
県
・
春
日
部
市
×
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区･･････････････････････････････

146

ま
る
で
迷
路
の
よ
う
に
複
雑
な
春
日
部
市
と
岩
槻
区
の
境
界
線

埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
西
区
×
上
尾
市
×
川
越
市････････････････････････

148

さ
い
た
ま
市
と
上
尾
市
の
摩
訶
不
思
議
な
境
界
線

群
馬
県
・
桐
生
市
×
み
ど
り
市･････････････････････････････････････････････

150

桐
生
市
と
み
ど
り
市
の
凸
凹
の
境
界
線
は
何
を
意
味
す
る
？

千
葉
県
・
東
金
市
×
九
十
九
里
町･･････････････････････････････････････････

151

東
金
市
に
あ
る
九
十
九
里
町
の
幻
の
飛
び
地

千
葉
県
・
東
金
市
×
山
武
市
×
八
街
市････････････････････････････････････

152

女
性
の
顔
を
し
た
東
金
市
に
点
在
す
る
山
武
市
の
飛
び
地

千
葉
県
・
船
橋
市
×
鎌
ケ
谷
市･････････････････････････････････････････････

154

船
橋
市
の
大
き
な
飛
び
地
と
不
自
然
な
境
界
線

千
葉
県
・
千
葉
市
緑
区
×
茂
原
市
×
市
原
市･･････････････････････････････
156

茂
原
市
と
千
葉
市
緑
区
の
入
り
組
ん
だ
境
界
線
と
２
つ
の
飛
び
地

千
葉
県
・
茂
原
市
×
白
子
町
×
長
生
村
×
睦
沢
町････････････････････････

157

茂
原
市
と
白
子
町
お
よ
び
長
生
村
と
の
境
界
線
は
デ
コ
ボ
コ
の
連
続

東
京
都
・
町
田
市
×
神
奈
川
県
・
川
崎
市
麻
生
区
×
横
浜
市
青
葉
区･･･

158

町
田
市
と
川
崎
市
の
都
県
境
を
小
田
急
が
何
度
も
越
え
る

山
梨
県
・
甲
州
市
×
笛
吹
市････････････････････････････････････････････････

160

甲
州
市
と
笛
吹
市
の
境
界
線
は
複
雑
で
飛
び
地
も
あ
る

岐
阜
県
・
笠
松
町
×
岐
南
町
×
各
務
原
市･････････････････････････････････

161

岐
南
町
の
飛
び
地
で
笠
松
町
が
切
り
離
さ
れ
そ
う

岐
阜
県
・
美
濃
加
茂
市
×
八
百
津
町･･･････････････････････････････････････

162

美
濃
加
茂
市
に
あ
る
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
境
界
線
は
何
を
意
味
す
る
？

三
重
県
・
玉
城
町
×
伊
勢
市
×
明
和
町････････････････････････････････････

164

大
仏
山
公
園
は
３
市
町
境
の
交
錯
地
帯

京
都
府
・
井
手
町
×
和
束
町
×
木
津
川
市･････････････････････････････････

166

井
手
町
の
細
長
い
境
界
線
と
飛
び
地
は
田
村
清
兵
衛
の
開
墾
地
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は
井
島

兵
庫
県
・
赤
穂
市
×
岡
山
県
・
備
前
市････････････････････････････････････

182

赤
穂
港
の
沖
に
浮
か
ぶ
無
人
島
に
、
な
ぜ
兵
庫
県
と
岡
山
県
の
県
境
が
？

岡
山
県
・
玉
野
市
×
香
川
県
・
高
松
市････････････････････････････････････

184

大
槌
島
に
走
っ
て
い
る
岡
山
県
と
香
川
県
の
県
境
は
、
漁
民
と
漁
民
の 

争
い
の
痕
跡

広
島
県
・
尾
道
市
×
愛
媛
県
・
上
島
町････････････････････････････････････

185

２
つ
の
岩
礁
の
間
に
、
広
島
県
と
愛
媛
県
の
県
境
が
走
る

広
島
県
・
尾
道
市
×
愛
媛
県
・
今
治
市････････････････････････････････････

186

ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
に
も
県
境
が
あ
る

広
島
県
・
大
竹
市
×
山
口
県
・
岩
国
市････････････････････････････････････

187

甲
島
の
中
央
に
そ
び
え
る
鉢
ヶ
峰
の
稜
線
が
県
境
に
な
る

福
岡
県
・
大
川
市
×
佐
賀
県
・
佐
賀
市････････････････････････････････････

188

筑
後
川
の
中
洲
の
北
側
は
大
野
島
、
南
側
は
大
詫
間
島

徳
島
県
・
海
陽
町
×
高
知
県
・
東
洋
町････････････････････････････････････

190

伝
説
が
残
る
二
子
島
に
も
、
徳
島
県
と
高
知
県
の
県
境
が
あ
る

第
六
章
　
空
港
、駅
、建
造
物
の
中
に
も
境
界
線
が
あ
る

宮
城
県
・
名
取
市
×
岩
沼
市････････････････････････････････････････････････

192

仙
台
空
港
は
仙
台
市
に
は
な
い

福
島
県
・
須
賀
川
市
×
玉
川
村･････････････････････････････････････････････

193

全
国
で
２
番
目
に
標
高
が
高
い
福
島
空
港

茨
城
県
・
常
陸
大
宮
市
×
栃
木
県
・
那
珂
川
町･･･････････････････････････

194

茨
城
と
栃
木
の
県
境
に
建
つ
「
鷲
子
さ
ん
じ
ょ
う
神
社
」
と
「
鷲
子
さ
ん 

し
ょ
う
神
社
」

群
馬
県
・
安
中
市
×
長
野
県
・
軽
井
沢
町･････････････････････････････････

195

１
つ
の
神
社
な
の
に
群
馬
県
は
熊
野
神
社
、
長
野
県
は
熊
野
皇
大
神
社

群
馬
県
・
中
之
条
町
×
長
野
県
・
山
ノ
内
町･･････････････････････････････

196

国
道
の
最
高
地
点
に
建
つ
県
境
の
宿

群
馬
県
・
前
橋
市
×
高
崎
市････････････････････････････････････････････････

197

関
越
自
動
車
道
の
前
橋
Ｉ
Ｃ
の
半
分
は
高
崎
市

千
葉
県
・
成
田
市
×
芝
山
町････････････････････････････････････････････････

198

成
田
空
港
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
悪
魔
の
手

東
京
都
・
三
鷹
市
×
調
布
市
×
府
中
市････････････････････････････････････

200

３
市
に
ま
た
が
る
調
布
飛
行
場

東
京
都
・
板
橋
区
×
豊
島
区
×
北
区
／
東
京
都
・
東
村
山
市
× 

清
瀬
市
×
埼
玉
県
・
所
沢
市････････････････････････････････････････････････

202

３
つ
の
自
治
体
に
ま
た
が
る
板
橋
駅
と
秋
津
駅

東
京
都
・
千
代
田
区
×
新
宿
区･････････････････････････････････････････････

204

千
代
田
区
と
新
宿
区
の
境
界
線
が
直
線
か
ら
Ｓ
字
型
に

新
潟
県
・
三
条
市
×
燕
市･･･････････････････････････････････････････････････
206

三
条
市
と
燕
市
の
境
界
線
上
に
あ
る
「
燕
三
条
駅
」
と
「
三
条
燕
Ｉ
Ｃ
」

石
川
県
・
輪
島
市
×
穴
水
町
×
能
登
町････････････････････････････････････

208

奥
能
登
の
里
山
に
開
港
し
た
能
登
空
港

福
井
県
・
あ
わ
ら
市
×
石
川
県
・
加
賀
市･････････････････････････････････

209

県
境
に
建
つ
「
越
前
加
賀
県
境
の
館
」

愛
知
県
・
小
牧
市
×
豊
山
町
×
春
日
井
市
×
名
古
屋
市
北
区････････････

210

全
国
で
唯
一
、４
つ
の
自
治
体
に
ま
た
が
る
県
営
名
古
屋
空
港

大
阪
府
・
泉
佐
野
市
×
田
尻
町
×
泉
南
市･････････････････････････････････

212

関
西
国
際
空
港
は
何
市
に
あ
る
か

大
阪
府
・
豊
中
市
×
池
田
市
×
兵
庫
県
・
伊
丹
市････････････････････････

214

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
中
に
県
境
と
市
境
、
飛
び
地
ま
で
あ
る

静
岡
県
・
牧
之
原
市
×
島
田
市･････････････････････････････････････････････

216

静
岡
空
港
の
地
下
を
東
海
道
新
幹
線
が
走
る

kyokai.indb   10-11kyokai.indb   10-11 2022/12/22   19:392022/12/22   19:39



12

京
都
府
・
木
津
川
市
×
奈
良
県
・
奈
良
市･････････････････････････････････

217

京
都
と
奈
良
の
府
県
境
に
建
つ
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

鳥
取
県
・
境
港
市
×
米
子
市････････････････････････････････････････････････

218

米
子
空
港
が
あ
る
の
は
境
港
市

福
岡
県
・
北
九
州
市
小
倉
南
区
×
苅
田
町･････････････････････････････････

219

海
に
浮
か
ぶ
北
九
州
空
港
に
引
か
れ
た
境
界
線

熊
本
県
・
益
城
町
×
菊
陽
町
×
大
津
町････････････････････････････････････

220

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
益
城
町
、
滑
走
路
は
菊
陽
町

熊
本
県
・
小
国
町
×
大
分
県
・
日
田
市････････････････････････････････････

221

杖
立
温
泉
の
ホ
テ
ル
の
中
に
県
境
が

※�

各
章
ご
と
、
基
本
的
に
都
道
府
県
番
号
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、�

レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
上
、
一
部
前
後
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
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第一章　複雑怪奇な県境・市町村境

15 14

陸奥市川
八戸北
ＩＣ

八
戸
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

青
い
森
鉄
道

陸
上
自
衛
隊

八
戸
駐
屯
地

45

0 800m

29

五
戸
町
側
か
ら
延
び
る
不
気
味
な
境
界
線

青
森
県
・
八
戸
市
×
五
戸
町

北
海
道
・
木
古
内
町
×
知
内
町

鳥
の
足
の
よ
う
な
形
を
し
た
木
古
内
町
と
知
内
町
の
境
界
線

北
海
道
の
南
西
部
か
ら
南
に
延
び
て
い
る
渡お

島し
ま

半
島
の
南
端
に
、

木き

古こ

内な
い

町
と
知し
り

内う
ち

町
と
い
う
小
さ
な
町
が
あ
る
。
両
町
の
境
界
線
の

一
部
が
、
あ
た
か
も
鳥
の
足
の
よ
う
に
木
古
内
町
側
か
ら
知
内
町
側

に
向
か
っ
て
突
き
出
し
て
い
る
。
木
古
内
町
と
知
内
町
の
境
界
付
近

を
建た
て

有あ
り

川
と
い
う
小
さ
な
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
建
有
川

の
流
路
が
幕
府
領
と
松
前
藩
領
の
境
界
で
、
木
古
内
町
側
に
は
箱
館

奉
行
所
の
番
所
が
、
知
内
町
側
に
は
松
前
藩
の
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
。
だ
が
、
建
有
川
は
激
し
く
蛇
行
し
て
い
た
た
め
、
大
雨
が
降
る

た
び
に
氾
濫
し
て
流
路
が
変
わ
り
、
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
紛
争
の

種
に
も
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
１
８
５
６
年
（
安
政
３
）、
木
古
内
と
知
内
の
間
で
﹁
為

取
替
申
境
一
札
之
事
﹂
と
い
う
証
文
を
取
り
交
わ
し
た
。
た
と
え
降

雨
で
流
路
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
現
在
の
流
路
を
両

村
、
す
な
わ
ち
幕
府
領
と
松
前
藩
領
の
境
界
と
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
鳥
の
足
の
よ
う
な
木
古
内
町
と
知
内
町
の
複
雑
な
境
界
線
は
、

激
し
く
蛇
行
し
て
い
た
建
有
川
の
旧
流
路
だ
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

青
森
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
八は
ち

戸の
へ

市
は
、
青
森
市
に
次
い
で
県

下
第
２
の
都
市
。
工
業
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
水
産
業
が
盛
ん
な

都
市
で
も
あ
る
。
ま
た
、
県
の
東
部
に
お
け
る
交
通
の
要
地
で
も
あ

り
、
東
北
新
幹
線
や
八
戸
自
動
車
道
が
通
じ
て
い
る
。
そ
の
八
戸
市

と
、
西
に
隣
接
す
る
五ご
の

戸へ

町
と
の
境
界
線
が
、
実
に
複
雑
に
入
り
組

ん
で
い
る
の
だ
。
八
戸
自
動
車
道
の
八
戸
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

そ
の
西
側
あ
た
り
が
八
戸
市
と
五
戸
町
の
境
界
線
で
あ
る
。
五
戸
町

側
か
ら
八
戸
市
側
に
向
か
っ
て
、
ま
る
で
ム
カ
デ
の
足
の
よ
う
に
何

本
も
延
び
て
お
り
、
そ
れ
が
実
に
不
気
味
な
の
だ
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
境
界
線
が
生
ま
れ
た
の
か
は
、
当
時
の
資
料
が

な
い
の
で
定
か
で
は
な
い
が
、
境
界
線
を
よ
く
見
る
と
、
ほ
ぼ
等
高

線
に
沿
っ
て
五
戸
町
側
か
ら
八
戸
市
側
に
突
き
出
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
江
戸
時
代
に
五
戸
側
の
住
民
が
谷
を
切
り
開
い
て
農
地
を
開

拓
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
五
戸
町
側
に
は
田
畑
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
八
戸
市
側
は
森
林
地
帯
で
あ
る
。
近
年
は
八
戸
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
に
、
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

木古内
木古内町役場

道南いさりび鉄道

北海
道 
新幹
線

海峡
線

228

津軽海峡

建有川

木 古 内 川

中
野川

5

605

383

青森県

太
平
洋

陸奥湾

八甲田山

八戸市

青森市
北海道

太平洋

松前半島

渡島半島

津軽海
峡

函館市
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山
形
県
・
朝
日
町
×
白
鷹
町

白
鷹
町
に
突
き
出
す
朝
日
町
の
天
狗
の
鼻

岩
手
県
・
矢
巾
町
×
紫
波
町

岩
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
獣
の
よ
う
な
境
界
線

盛
岡
市
の
南
に
隣
接
し
て
い
る
矢や

巾は
ば

町
は
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
県
内
の
市
町
村
の
中
で
は
珍
し
く
、
盛
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
人
口
が
増
加
し
て
い
る
自
治
体
で
あ
る
。
盛
岡
市
の
10
分
の
１

も
な
い
よ
う
な
面
積
の
狭
い
町
だ
が
、
東
北
新
幹
線
と
東
北
自
動
車

道
が
町
の
中
央
を
南
北
に
走
り
抜
け
て
い
る
。
矢
巾
町
の
南
端
か
ら
、

紫し

波わ

町
に
突
き
出
し
て
い
る
奇
妙
な
境
界
線
が
あ
る
。
ま
る
で
ゴ
ツ

ゴ
ツ
し
た
岩
に
獣
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
飛
び

地
と
錯
覚
し
そ
う
だ
が
、
首
の
皮
一
枚
で
本
体
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

首
の
皮
の
幅
は
10
メ
ー
ト
ル
前
後
し
か
な
い
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
奇
妙
な
境
界
線
が
で
き
た
の
か
は
定
か
で
な
い

が
、
明
治
時
代
に
は
太
田
村
の
一
部
と
し
て
現
在
の
境
界
線
が
確
定

し
て
い
た
よ
う
だ
。
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
の
合
併
で
太
田
村
は

不
動
村
と
な
り
、
そ
の
後
の
合
併
で
矢
巾
村
（
現
・
矢
巾
町
）
と
し

て
発
足
し
て
い
る
。
こ
の
複
雑
な
境
界
線
か
ら
察
す
る
と
、
江
戸
時

代
の
領
地
争
い
の
痕
跡
が
、
そ
の
ま
ま
現
在
の
境
界
線
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
朝
日
町
と
白し
ら

鷹た
か

町
と
い
う
農
業
を
主
産

業
と
し
て
い
る
山
間
の
町
が
あ
る
。
西
側
に
朝
日
岳
が
、
東
側
に
白

鷹
山
が
そ
び
え
て
い
る
が
、
そ
の
間
を
流
れ
て
い
る
最
上
川
沿
い
に

両
町
の
市
街
地
が
開
け
て
い
る
。
朝
日
町
の
南
東
端
と
白
鷹
町
の
北

東
端
に
、
奇
妙
な
境
界
線
が
あ
る
。
朝
日
町
の
一
部
が
白
鷹
町
の
町

域
に
割
り
込
む
よ
う
に
、
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
天
狗
の
鼻
の
よ
う

に
細
長
く
延
び
て
い
る
の
だ
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
奇
妙
な
境
界
線
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ど
う
や
ら

そ
の
原
因
は
、
町
村
合
併
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
江
戸
時
代
、
白
鷹
町

は
米
沢
藩
上
杉
領
だ
っ
た
が
、
針は
り

生ゅ
う

地
区
（
白
鷹
町
）
は
水み
ず

本も
と

地
区

（
朝
日
町
）
と
同
じ
出
羽
松
山
藩
左あ
て
ら

沢ざ
わ

領
だ
っ
た
。
こ
こ
が
米
沢
藩

と
出
羽
松
山
藩
の
藩
境
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
治
の

町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
針
生
地
区
は
白
鷹
町
に
組
み
込
ま
れ
た
。
だ

が
、
天
狗
の
鼻
の
よ
う
に
細
長
く
延
び
て
い
る
土
地
の
所
有
者
が
、

朝
日
町
の
水
本
地
区
の
地
主
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
奇
妙
な
境

界
線
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

古館

紫波中央
紫波ＩＣ

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

285

水本地区

針生地区

山形鉄道

四季の郷 荒砥

287

348

287

白鷹山

最
上
川

西黒森山

大森山

17

9

18

岩手県

盛岡市

東
北
新
幹
線

宮古市

山形市

朝日町

山形県

月山
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